
 

 多治見北高校は、一昨年度から岐阜県の FRH指定を受け、FRH事業を実施しています。今年度はその３年

目に当たります。FRH とは「地域共創フラッグシップハイスクール（Flagship of Regional co-creation 

High school）のことです。本通信で、その様子を随時お知らせしていきますので、よろしくお願いいたします。 

 

○FRHの目的 

 

○多治見北高校 FRH事業実施計画 

 

１ 研究主題 

未来を切り拓く広い視野をもち、豊かな情報発信能力を有する「グローバルリーダー」の育成 

 

２ 研究主題設定の理由 

 本校の生徒には地域社会やグローバル社会におけるリーダーとしての活躍が期待される。地域に根付い

た文化やその背景となる歴史に触れると同時に他の地域環境や最先端の研究に触れることで、連綿と続

く歴史の上にある未来社会という考え方、地域社会がグローバル社会へと続いているという考え方が養わ

れる。加えて、問題解決のための基礎的汎用的能力や情報発信能力を伸長させることで、培ってきた知識

の活用方法を身につけることができる。これらの力が十分に養われることによって、どのような環境であっ

ても自ら先頭に立ち、未来を切り拓く力が育まれると考え、本主題を設定した。 

 

３ 研究計画 

「グローバルリーダー」の育成のため、ボランティア活動、地域研究、高大連携、各研究機関との連携など

を通して、様々な機会を生徒に提供する。それぞれの事業は、５つの柱で展開する。 
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地域の魅力を知り、課題を発見・解決することで 、地域の将来を担う当事者としての意識を向上させる

とともに、グローバル化に対応するコミュニケーション能力や課題解決力等の国際的素養を身に付け、地

域創生などの様々な分野で活躍できるリーダーを育成する 。 

 
令和 4年 4月 13日(水) 

 多北高 FRH推進委員会 
探究推進部 多北高 FRH通信 第０１号 

令和４年度 



 

４ 研究事案（令和４年 4月時点での計画） 

○実施予定行事（授業時間内） 

1年生 2年生 3年生 

進路探究発表会（全校） 

キャリアデザイン講演会 

探究活動（全３部） 

（新聞・食品・沖縄について、「調べ

学習・発表・振り返り」を行う） 
Exploration Day with Researchers1 

（名古屋市立大学・名古屋工業大

学・ 愛知県立大学） 
進路研究発表会（１年生） 

沖縄講演 

大阪研究合同発表会 

進路探究発表会（全校） 

大阪研究 

大阪研究合同発表会 
Exploration Day with Researchers2 

（名古屋大学） 

自由研究（地域研究も含む） 

英語プレゼンテーション講座 

 

進路探究発表会（全校） 

 

○実施予定行事（授業時間外：土日・長期休暇中） 

大学との連携 博物館等との連携 その他 

名古屋大学 

（理、工、農学部など） 

岐阜大学 

（応用生物科学部など） 

中部大学 

（工、人文、国際関係学部など） 

サイエンスワールド 

博物館明治村研修 

乗鞍フィールドワーク 

ロースクール座談会 

研修医と語ろう 

エンパワーメントプログラム 

海外進学座談会 

 

 


